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労働図書館新着情報

労働図書館　http://www.jil.go.jp/lib/index.html
　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書122,617冊、洋書31,228冊、和洋
の製本雑誌26,328冊を所蔵している日本有数の労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パー
ト派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉などがあり、これらで、蔵
書の半数以上を占めています。このほかにも、経済書をはじめ経営学、心理学、教
育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、和雑誌（264種）、洋雑誌（142
種）、紀要（509種）、組合機関誌・紙を受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発行の統計類などの逐次刊行
物、経団連など経営者団体の刊行物や民間研究機関刊行物、社史があり、労働組
合に関しては、労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを
継続的に収集しています。洋書については、特に国際労働機関（ILO)総会の議事
録や経済協力開発機構（OECD）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションとしては、戦前・戦後を通して歴史的に貴
重な労働組合の原資料を収集、提供しています。

所 在 地：〒177-8502 東京都練馬区上石神井 4-8-23
開館時間：9：30～ 17：00
休 館 日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03（5991）5032 ／ FAX：03（5991）5659
利用資格：どなたでもご自由にご利用できます

貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンス・サービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています

労働図書館新着情報
今月の図書紹介

①石塚浩美著『働き方と年収の壁の経済学』日本評論社　
（xii+229頁，Ａ５判）

「なぜ女性労働者の活躍が日本経済の存続になるのか」とい
えば、本書は、現在専業主婦などの無業者が多く、大きな潜在
的労働力となっており、人材としても男性同様の教育を受けて
いるためだとの見方を示す。そのうえで、パートの「年収103
万円の壁」と税・社会保障制度の社会システムの変遷と課題に
焦点を当てる。2018年には所得税の配偶者控除と特別控除制度
が大幅に変更された。しかし、税制の扶養対象の配偶者控除の
103万円が相変わらず壁となる可能性が高いとみる。社会保障
の適用が2016年10月から拡大され、いわゆる「パートの年収
106万円」の壁が生まれたものの、大きな変化にはつながって
おらず、社会保障制度を抜本的に変える時期に来ていると説く。

③西村健著『プロフェッショナル労働市場』ミネルヴァ書房
（xiii+199頁，Ａ５判）

日本の経済社会では、プロフェッショナル（専門職）労働市
場の特性を明らかにした研究はこれまで多くみられなかった。
このため、本書はプロフェッショナルとは何かというコンセン
サスすら十分得られていないと指摘する。そこで古くからプロ
フェッショナルと考えられてきた医師や薬剤師、看護師などと、
技術者や研究者などの新しいプロフェッショナルを同一文脈の
なかで分析。米国との比較も含め、スキル形成や賃金、転職の
実態について考察する。その結果、「職業団体主導型（医師）」「企
業主導型（企業内科学技術者等）」「自己研さん型（薬剤師等）」
のタイプが浮かび上がった。最後にプロフェッショナルのサー
ビスの質の担保が今後の課題になると提言する。

②樋口美雄他著『格差社会と労働市場』慶應義塾大学出版会
（xviii+222頁，Ａ５判）

格差に対する人々の関心がかつてなく高まっている。本書は、
新たなパネルデータを使用して所得格差拡大の原因を追究し、
不平等の拡大と固定化を止めるための方策を明らかにしており、
①雇用モデルの変容②最低賃金や能力開発支援等の積極的雇用
政策③教育の機会均等④税や社会保険・社会保障給付――など
について労働経済学の視点から幅広く格差問題を分析している。
中心的テーマである賃金については、上昇を続ける欧米諸国に
比べて日本では名目・実質賃金ともに低下し続けており、その
背景には労働生産性の低下があるという。このほか、教育・健
康などについて多面的なアプローチで格差を固定化させない方
策を考察し、各章ごとに「結果」を示している。

④�石井香江著『電話交換手はなぜ「女の仕事」になったのか』
ミネルヴァ書房� （vii+406+15頁，Ａ５判）
本書は電話交換手が技術の発展によって、男性から女性の仕
事に代わる過程をドイツとの比較で分析する。1800年代後半の
ドイツでは、非効率で高価な電信業務に代えて、電話交換業務
が遠距離間での迅速な情報のやり取りを可能とした。当時電話
交換の仕事に就いていたのは主に男性だったが、政府は限られ
た予算で操業する目的で、賃金が安価で意思疎通が優れており、
声が聞きやすい女性労働力の導入を拡大。日本でも、電話事業
費を抑えるため、低賃金の女性労働者の増大の是非を問う議論
が起こったという。技術の「正史」ではほとんど顔を出すこと
のない、その存在が葬り去られた存在に注目することで、「男性
並み」に活躍した女性たちの存在を浮き彫りにする一冊だ。

主な受け入れ図書
（2018年３―４月労働図書館受け入れ）
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小崎敏男著『労働力不足の経済学』日本評論社（ix+224頁, A5判） 松原仁美著『排除と包摂のフランス』晃洋書房（vi+225頁, A5判）

金津健治著『目標による管理』経団連出版（156頁, A5判） 小山博章編『裁判例や通達から読み解くマタニティ・ハラスメント』労働開発研究会（xii+503頁, A5判）

林祥平著『一体感のマネジメント』白桃書房（viii+212頁, A5判） 成瀬友梨編著『子育てしながら建築を仕事にする』学芸出版社（250頁, 四六判）

ガイ・スタンディング著『ベーシックインカムへの道』プレジデント社（388頁, 四六判） 岩崎馨他著『春闘の歴史と課題』日本生産性本部生産性労働情報センター（74頁, A5判）

阿部正浩他編『多様化する日本人の働き方』慶應義塾大学出版会（xi+266頁, A5判） 岩田一哲著『職場のストレスとそのマネジメント』創成社（x+221頁, A5判）
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